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５　地域価値創造プロジェクト
行  川  一  郎

（１） グローバルとローカルの融合をめざして

　①　アクションテーマ
　2013年度は国際経営研究所においてグローカル（GLOCAL）を基本
テーマに設置した。今後もグローバルとローカルの融合をめざして研究
していく。

　②　研究活動およびプロジェクトのめざすもの
　行政機関、私企業、教育研究機関のそれぞれの立場で、グローバルな
つながりへの発信と実体の活動の中でのローカルを意識することが今後
ますます求められていくというのがここにおける基本的認識である。そ
れらを有機的に結びつけ、協働を支援するのはとりもなおさず中立的か
つ先進的な立場を具備している研究機関なはずであり、未来に向けた活
動をするのが神奈川大学研究所としての役割と認識するものである。
　従前より行川研究室によるマーケティング研究の立場から平塚市との
交流を行ってきた経緯を踏まえ、2014年度からは平塚市産業活性化に関
して国際経営研究所として地域連携、産官学連携の強化に努めている。
その発展形として「地域経済の再生と中小企業─地域の時代におけるビ
ジネス創造」を基点とした地域価値創造プロジェクトを推進していく。
当該計画項目は国際経営所のさまざま活動のなかで国際経営研究所所長
としてプロジェクト編成をおこなっていくものである。

　③　地域価値創造のために“地域”（ローカル）をどう考えるか
　はしがきにもある通り、「湘南学構想研究会」として湘南ひらつかを
検証する取り組みがわれわれにおいて行われてきた。地域を知り、価値
を創造するための手がかりとして
　行川の2011年11月30日（水）講義概要を次ページに記載し、地域（当該
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講義においては横浜、神奈川、平塚をローカルな視点として位置づけ）
を学生たちにどう教えてきたかについて紹介する。これはいわば地域価
値創造につなげるためにどう地域を知り、みるためかというグローバル
とローカルを融合する研究に関する端緒ともいえるものである。

（２） 神奈川と湘南 ─ 産業と経済を考える ─

①　神奈川と湘南
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②　神奈川の特性をヒントに

③　神奈川の消費と経済
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④　神奈川の消費と経済

⑤　神奈川で生活する人々

神奈川で生活する人々	

神奈川の優れた消費経済力  
 
 
 地域発展／コミュニティ活性化 
　　 　　　成果が期待できる　　 
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⑥　湘南地域での取り組みの現状

⑦　湘南地域での取り組みの現状
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⑧　湘南地域での取り組みの現状

⑨　湘南地域での取り組みの現状
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⑩　湘南地域での取り組みの現状

⑪　湘南地域での取り組みの現状
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⑫　湘南地域での取り組みの現状

⑬　地域活性化の課題
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⑭　地域活性化の課題

⑮　地域活性化の課題
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⑯　活性化の鍵とは




